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（経営 No.2430） 
 

2024 年 9 月 11 日 
三菱電機株式会社 

 
三菱電機とダイサン・がプラスチック高度選別実証機の運用を開始 

三菱電機グループの家電リサイクル事業で培ってきた技術を結集し、循環型社会の実現に貢献 

 

  
今回、運用を開始するプラスチック高度選別実証機 

 
三菱電機株式会社は、ダイサン・株式会社（本社：愛知県小牧市、以下､ダイサン・）と共同で、

三菱電機グループの家電リサイクル事業で長年培ってきた技術を活用した独自のプラスチック高

度選別実証機を開発し、ダイサン・において運用を開始しました。 
近年、循環型社会の実現に向け、資源有効利用促進法の改正や欧州 ELV 指令※1など、プラスチ

ック再生材の利用を促進する規制の整備が進み、プラスチックリサイクルの重要性がさらに高ま

ってきています。一方で、プラスチック製品の中には、数種類のプラスチック素材が混在してい

るものがあるため、より高純度で安定的に廃プラスチックを素材ごとに選別するリサイクル手法

の確立が課題となっており、当社はこの課題解決に向けてさまざまな分野での実証に取り組んで

きました※2。 
今回運用を開始した実証機は、家電リサイクルの分野で長年当社と協力関係にあるダイサン・

が、当社から技術提供を受けて製造したもので、当社グループが保有する高度選別技術の一つで

ある「静電気」を利用した選別技術を活用しています。また、当社グループの家電プラスチック

リサイクル工場※3 で実際に稼働している装置と同規模の処理能力を確保することで、より実環境

に近い条件下での実証を可能としました。本実証機を活用して多様な業界・分野における廃プラ

スチック選別の実証、課題解決に取り組み、循環型社会の実現に貢献します。 
 
 両社コメント  
ダイサン・株式会社 代表取締役社長 田中 知克 氏 コメント 
「三菱電機とダイサン・は長年にわたって、さまざまな分野で共創をしてきました。その中でも

この度のプラスチック高度選別技術を適用した「静電選別機」は環境問題に対する貢献につなが

り、循環型社会の実現に向けた事業になります。三菱電機とダイサン・はさらなる共創を目指し

社会貢献に挑んでまいります。」 
 
三菱電機株式会社 サステナビリティ・イノベーション本部長 小黒 誠司 コメント 
「持続可能な社会の実現に向けて、プラスチックリサイクルは重要な課題と認識しています。家

電リサイクル事業で長年培ってきた高度な選別技術を、ダイサン・と共に家電以外のさまざまな

廃プラスチックへ展開することで、より多くのプラスチックを再生可能な資源へ転換し、循環型

社会の実現に貢献していきます。」 
  

 ③帯電部 ②熱風乾燥部 

①原料供給 
ホッパー 

⑤選別樹脂の貯蔵部 

④選別部 

 
※1 ELV 指令（End-of-Life Vehicle Directive）：EU が制定した自動車の廃棄に関する指令 
※2 2022 年 12 月 21 日広報発表 https://www.MitsubishiElectric.co.jp/news/2022/pdf/1221-a.pdf 

2023 年 7 月 20 日広報発表 https://www.MitsubishiElectric.co.jp/news/2023/pdf/0720.pdf 
※3 株式会社グリーンサイクルシステムズ（千葉県千葉市）http://www.gc-s.co.jp/ 

https://www.mitsubishielectric.co.jp/news/2022/pdf/1221-a.pdf
https://www.mitsubishielectric.co.jp/news/2023/pdf/0720.pdf
http://www.gc-s.co.jp/


 

2 

 実証機の特長  
1．実環境に近い条件下で多様なプラスチックの選別実証が可能 
・当社グループの家電プラスチックリサイクル工場で実際に稼働している静電選別装置と同規

模の毎時 200kg での処理能力を確保 
・プラスチックの素材が異なれば、多くの場合、摩擦帯電傾向に何らかの差が生じるという静

電気の性質を活かし、黒色のプラスチックやフィルム状のプラスチックなども含む多様なプ

ラスチックを選別 
 
2．独自の電極構造により高純度・高回収率を実現 
・対向する電極をあえて異なる形状にすることで、選別対象

プラスチックへの高い電界の印加を可能とし、当社従来比で

約 1.5 倍の回収率改善を実現 
・電極に自動清掃機能を備え、電極端部の電界を緩和する工夫

を施したことで、異常放電の発生を抑制し安定性の高い静電

選別を実現 
 
3．DX への拡張が可能 
・静電選別に影響する因子をセンシング可能な「センサ」と、センシングデータを解析し仕切

り位置や電圧の最適化を行う「AI」を搭載可能とする拡張性を兼備。これにより、原料変動

に応じたリアルタイムでの選別条件の最適化や、オペレーションノウハウ不要で常時最高効

率の静電選別を実現する「スマート静電選別（静電選別の DX）」の実装が可能 
 

 今後の予定・将来展望  
多様な業界・分野において廃プラスチック選別の実証、課題解決に取り組み、プラスチック高

度選別装置の製品化と 2025 年度の受注開始を目指します。また、プラスチック選別情報とオペ

レーションノウハウを DX 化したソリューション（RaaS：Recycle as a Service）のサービス展開

も推進します。 
 

 お問い合わせ先  

＜報道関係からのお問い合わせ先＞ 
三菱電機株式会社 広報部 
〒100-8310 東京都千代田区丸の内二丁目 7 番 3 号 
TEL 03-3218-2332 FAX 03-3218-2431 

 
＜お客様からのお問い合わせ先＞ 

三菱電機株式会社 サステナビリティ・イノベーション本部 サステナビリティ事業推進部 

リサイクル共創センター 
〒100-8310 東京都千代田区丸の内二丁目 7 番 3 号 
E-mail：info.recycle@mf.mitsubishielectric.co.jp 

独自の電極構造と解析結果 

静電界解析結果 

選別軌道解析結果 


